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 （博士論文の題名） 
CSR と企業パフォーマンスの関係に関する研究 
― 日中消費者間の CSR 知覚反応ギャップに焦点をあてて 
  （論文審査の結果の要旨） 
本論文は、企業の社会的責任（CSR）に対する消費者の知覚反応の相違と効果について、日中
消費者間の比較を中心に、CSR動機の原因帰属パターンやCSRの領域ごとの価格反応性などの観
点から、定量的手法によって解明しようとするものである。 
具体的には、CSR の企業パフォーマンスに対する影響に関する先行研究をレビューし、企業
の社会的パフォーマンス（CSP）と財務パフォーマンス（CFP）との関係についてメタ分析、サ
ブグループ分析等により検証した。 
次いで日中両国における若年層を中心とした消費者に主眼を置き、自動車産業と小売業それ
ぞれにおいて CSRの各領域に配慮した企業行動を質問票上、想定し、消費者の購買意欲に対す
る価格変動の影響について、日中消費者間の違いに留意しながら分散分析等にもとづき明らか
にしようとした。 
さらに新型コロナ対策のための日中の代表的製造業企業の社会的取り組み事例を念頭に、消
費者の認識と反応のメカニズムに着目し、マルチグループ共分散構造分析等を用いてCSR 活動
動機の原因帰属と消費者の知覚反応パターンとの関係を探索した。 
本論文の意義は、計量書誌学的アプローチによりCSR/消費者分野の先行研究レビューをより
客観的に推し進めた点、日中両国の消費者におけるCSR領域と価格反応性の関連などについて、
独自の質問票調査にもとづき統計的手法を駆使して明らかにしようとした点に求められる。と
りわけ、これまで先行研究では十分解明されてこなかった、CSRと財務的成果の間における消費
者の認識や反応パターンの媒介的効果を実証的に明示し得たのは、学術的にも実践的にも多大
な意義を有するものと評価できる。 
ただし本論文は、日中の消費者を対象にした質問票調査に基づいているのみで、CSRを実践す
る企業側の意図や動機について把握がなされているわけではないこと、また企業（財務）パフ
ォーマンスについても、消費者の満足やロイヤリティの程度などから推測するだけで、直接的
な把握ができていないこと、さらに日中の消費者間の比較がCSR/消費者研究の一般的な理論構
築にどのような含意をもつのか指摘が不十分であること、その他、論文の章構成として、複数
の独立した調査論文をやや無理に統合した感が否めず、各章のつながりやリサーチ・クエスチ
ョンの設定、論旨の展開が十分に吟味されていないなどの課題が散見される。 
しかしながら、上記の指摘事項は今後の研究の進展によって解決されるべき事柄であり、意
欲的に消費者のCSR知覚反応モデルの精緻化を行い、企業の社会的責任行動が消費者コミュニテ
ィの文化的背景などによって多様な動機解釈や価格反応を引き起こすメカニズムをとらえよう
とした本研究の意義を損なうものではない。とくにCSPとCFPの関連をめぐる網羅的な先行研究
レビューとメタ分析の結果はそれ自体、学術的な価値をもつものといえる。また本研究の各章
の論考が複数の国内学術誌に投稿論文として掲載されており、今後も一定の学術的貢献をなし
える可能性が伺える。 
 以上のことから、本論文は博士（経営学）論文として「合格」と判定する。 
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